
東病棟チームカンファレンス記録

	A.O.M
	S.G.M

	
	



令和4年7月27日(水）　　　　　　　　　　　　　　司会・記録：成田　春佳
	藤原
	成田
	金井
	松舘
	国光
	坂澤
	織田
	坂本
	松村
	多胡

	休
	　〇
	北病棟
	深
	休
	欠
	欠
	北病棟
	○
	準

	横井内
	畑中
	大湊
	田口
	城内
	萩野
	柴田
	種市
	土橋
	古川

	欠
	休
	深
	準
	欠
	準
	休
	五福
	年
	年

	石橋
	佐々木
	山之口
	鶴飼
	
	
	
	
	
	

	深
	○
	休
	○
	
	
	
	
	
	



＜病棟連絡事項＞
・ゴーグルをBユニットノートパソコン付近に置いています。各自で一個ずつもらってください。なお、勤務中はゴーグル着用義務がありますので、忘れずに着用するようにしてください。

＜入室状況＞
【転入】
・山本　嗣教様～西Aユニット→東合併症室
【転出】
・柳町　信之様～東Bユニット→西Bユニット

＜患者様連絡事項＞
・山本　嗣教様～レジオネラ肺炎疑いにて西病棟より転入となっています。小柳Drより、点滴1本/日、抗生剤点滴3本/日(本日は2本/日)、クラリスロマイシン5日分処方となる。

・大久保　和子様～他者への粗暴行為あり、今夕よりレボトミン追加処方となっている。
＜隔離・身体拘束患者様状態報告＞
・宮崎　宏之様～終日隔離中。午前・午後1時間ずつ開放観察実施。開放観察中に他者への迷惑や不穏さあり。早めに開放観察終了している。自室では落ち着きなく徘徊して過ごされているが、奇声や自傷行為はなし。引き続き精神症状や身体症状の変化に注意して観察を行い、早期の処遇改善を目指し、看護介入・観察を行っていく。

・袴田　将志様～終日隔離中。スタッフ見守り出来ない為開放観察は見送っている。幻覚妄想言動あるも飲水欲求目立たず。表情の硬さはなく臥床して過ごされる。引き続き精神症状や身体症状の変化に注意して観察を行い、早期の処遇改善を目指し、看護介入・観察を行っていく。

・青木　昭弘様～身体拘束中。スタッフ見守り出来ない為開放観察は見送っている。朝食後、他患者に大声に反応し、大声・興奮し身体を激しく動かしていることあるも一時的でしばらくすると静かに臥床されている。引き続き精神症状や身体症状の変化に注意して観察を行い、早期の処遇改善を目指し、看護介入・観察を行っていく。

＜要注目患者様＞
・沢代　文男様～日課以外は臥床している。身体不調の訴えはない。

・板橋　ちよ様～スタッフコール・トイレ訴え頻回にあり。介入に拒否や粗暴性はなし。ホールにて車椅子に座り、危険行為なく過ごされている。

・山本　嗣教様～体温37.3～36.8℃で経過。酸素飽和度安定している為、酸素漸減し14:00酸素2Lにて酸素飽和度97%で経過。湿性咳嗽あるが自己排痰できている。呼吸苦の訴えはない。

＜小柳Dr診察情報＞
・篠　竜治様～本日よりロラゼパム中止となる。松平病院へ転院の方向で調整中。

・城前　実様～定期薬同内容で処方となる。

・木村　房枝様～メマンチン5→10mgへ増量となる。

・大村　フサ子様～7/29よりクエチアピン150→200mgへ増量となる。

[bookmark: _GoBack]・小林　由紀子様～明日よりバルプロ酸ナトリウム2T 2×朝夕で追加処方となる。

＜深澤Dr診察情報＞
・川村　優子様～臨時薬同内容で7日分処方

・飯田　修子様～臨時薬同内容で7日分処方

・松谷　さと子様～臨時薬同内容で7日分処方

・四戸　壽子様～臨時薬同内容で7日分処方

・関川　ヨネ様～点滴同内容で14日分処方

・中山　真由美様～シアノコバラミン点眼薬、ヒアルロン酸点眼薬3本ずつ処方

・平　京子様～臨時薬同内容で7日分処方、ロナセンテープ8日分処方し本日より開始

・藤井　崇史様～臨時薬リスパダール（3）→（1.5）へ減量、他同内容で7日分処方。
8/3～臨時薬グーフィス追加予定。

・下妻　康貴様～臨時薬アスパラCA錠、レバミピド、センノシド、ファモチジンOD、アローゼン　夕食後薬→就寝薬へ変更。母親より主治医宛ての手紙所見、主治医よりスタッフ間でも確認するよう指示あり。

・蛇沼　清美様～臨時薬ドネペジル（8）→（10）へ増量、他同内容で6日分処方

・根市　敏子様～臨時薬アルファカルシドール錠追加、アセトアミノフェン（1500）→（1000）へ減量、ロナセンテープ（20）追加処方し本日より開始

・澤口　利香様～臨時薬ノイロトロピン錠中止、ビオスリー配合錠・ネキシウムカプセル・クエン酸第一鉄剤追加し、他同内容で7日分処方

・篠　竜治様～話合いにより退院後は松平病院通院の方向ということで本人も希望あり。
